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 ・２０２２年３月期決算は、単体△１２億円、連結＋２億円 

  の結果となった。経済動向はウクライナ情勢や物価高の影 

  響により、先行き不透明である。 

 ・コロナ禍における社員の皆さんの奮闘、災害時や列車遅延 

  時の対応に改めて感謝を申し上げる。しかし、会社の夏季 

  手当の考え方は、昨年度下半期の実績・社員の頑張り・直 

  近の状況を総合的に判断するものである。 

 ・以上を踏まえて、現時点では「昨年の冬の水準を確保した 

い」と考えている。 

 

中央本部は本日第３回交渉を行ない、会社は現時点の考え方を示しました。 


